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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収納された化粧料の上面に切削歯を形成した切削皿を配置し、該切削皿を回転すること
により上記切削歯で上記化粧料を削り取るようにした化粧料容器において、
　容器本体と、該容器本体を開閉する蓋体と、上記化粧料を収容し、上記容器本体に着脱
可能に嵌合されるレフィルと、該レフィルと上記容器本体との間に設けられ該レフィルの
上下移動を許容しつつその回転を阻止する回転阻止手段と、上記レフィルの外周を囲繞し
て上記容器本体に取り付けられ、上記切削皿を回転自在に保持する環状枠体と、上記レフ
ィルと上記容器本体との間に設けられ、該レフィルを上方に押圧して上記化粧料の上面を
上記切削皿に圧接する付勢手段とを備え、
　上記環状枠体は上記容器本体に蝶番を介して回動自在に取り付けられるとともに、該環
状枠体と該容器本体との間にこれらを係脱可能に係合するフックが設けられ、
　上記レフィルと上記環状枠体との間には、上記容器本体から連続する方向に、該レフィ
ルの上下移動を許容しつつその回転を阻止する回転阻止手段が設けられ、
　上記レフィルは、該レフィルの外周と上記環状枠体の内周とが略同径に形成されて、上
記化粧料の減少に応じて押し上げられる該レフィルが上記容器本体側から上記環状枠体へ
と嵌合されていくことを特徴とする化粧料容器。
【請求項２】
　上記環状枠体を上記容器本体に蝶着する蝶番は、該容器本体を開閉する上記蓋体の蝶番
と同軸で取り付けたことを特徴とする請求項１に記載の化粧料容器。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、化粧料を切削皿の切削歯で削り取るようにした化粧料容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、パウダーなどの粉状化粧料は圧縮により固形化した状態で、コンパクトと称され
る化粧料容器に収納して携帯し、その化粧料の使用時には化粧料をパフで擦り取るように
している。ところが、化粧料を擦り取るためには、パフの植毛部分を短くするなどして堅
めにする必要があり、この堅めのパフを用いたことにより化粧感が悪いものとなっている
。そこで、化粧料をその都度削り取って粉状にし、この粉状となった化粧料を使用するこ
とにより、毛足を長くして柔らかくしたパフの使用が可能となる。
【０００３】
このように化粧料を削り取るようにした化粧料容器が実公平５－３８６６１号公報に提案
されている。即ち、このような化粧料容器は、容器本体に対して回転しないように化粧料
を収納するとともに、この化粧料の上方に切削板を回転自在に設けて構成し、該切削板を
回転しつつ化粧料を削り取るようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、かかる従来の化粧料容器にあっては、化粧料を収容する中皿は容器本体に
止着されて一体化されるとともに、切削板は上方に付勢された状態で容器本体に回転自在
に取り付けられて、化粧料を削り取る際には切削板を付勢力に抗して下方に押し付けつつ
回転させるようになっている。このため、化粧料を使い切ってしまった場合には、上記中
皿が容器本体と一体化されているため、化粧料容器全体を廃棄することになり、容器本体
や切削板が無駄になってしまう。また、化粧料を削り取るには切削板を付勢力に抗して押
し付ける必要があるため、化粧料の切削力以外に切削板の押し付け力を要し、操作性が悪
いという課題があった。
【０００５】
そこで、本発明はかかる従来の課題に鑑みて成されたもので、化粧料を収容したレフィル
を交換可能として化粧料容器の再使用を可能にするとともに、レフィルの交換時の操作性
を向上するようにした化粧料容器を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
かかる目的を達成するための本発明の化粧料容器の構成を請求項毎に以下述べる。
【０００７】
　（１）請求項１の化粧料容器は、収納された化粧料の上面に切削歯を形成した切削皿を
配置し、該切削皿を回転することにより上記切削歯で上記化粧料を削り取るようにした化
粧料容器において、容器本体と、該容器本体を開閉する蓋体と、上記化粧料を収容し、上
記容器本体に着脱可能に嵌合されるレフィルと、該レフィルと上記容器本体との間に設け
られ該レフィルの上下移動を許容しつつその回転を阻止する回転阻止手段と、上記レフィ
ルの外周を囲繞して上記容器本体に取り付けられ、上記切削皿を回転自在に保持する環状
枠体と、上記レフィルと上記容器本体との間に設けられ、該レフィルを上方に押圧して上
記化粧料の上面を上記切削皿に圧接する付勢手段とを備え、上記環状枠体は上記容器本体
に蝶番を介して回動自在に取り付けられるとともに、該環状枠体と該容器本体との間にこ
れらを係脱可能に係合するフックが設けられ、上記レフィルと上記環状枠体との間には、
上記容器本体から連続する方向に、該レフィルの上下移動を許容しつつその回転を阻止す
る回転阻止手段が設けられ、上記レフィルは、該レフィルの外周と上記環状枠体の内周と
が略同径に形成されて、上記化粧料の減少に応じて押し上げられる該レフィルが上記容器
本体側から上記環状枠体へと嵌合されていくことを特徴とする。
【０００８】
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▲２▼請求項２の化粧料容器は、上記環状枠体を上記容器本体に蝶着する蝶番を、該容器
本体を開閉する上記蓋体の蝶番と同軸に取り付けたことを特徴とする。
【００１０】
以上の構成により本発明の化粧料容器作用を請求項毎に以下述べる。
【００１１】
▲１▼請求項１では、化粧料を収容したレフィルは容器本体に着脱可能に嵌合されるので
、該レフィルを容器本体から取り外してその交換が可能となる。また、該レフィルは回転
阻止手段を介して上下移動が許容されつつその回転が阻止される一方、切削皿は環状枠体
を介して容器本体に回転自在に保持されるので、該切削皿の回転によってもレフィルが連
れ回りするのが防止される。そして、該レフィルは付勢手段により適度の圧接力をもって
切削皿に押圧されるので、該切削皿を回転することによりレフィルに収容された化粧料を
効果的に切削することができる。
【００１２】
　そして、このような化粧料容器にあって、上記環状枠体は容器本体に蝶番を介して回動
自在に取り付けられるとともに、該環状枠体と容器本体との間に係脱可能に係合するフッ
クが設けられているので、上記レフィルの交換時には環状枠体とともに切削歯を撤去する
のであるが、この撤去時には上記フックを係合解除して上記環状枠体を開き方向に回動す
ることにより、該環状枠体とともに切削皿をレフィル上方から撤去することができる。一
方、新たなレフィルを取り付けた後に環状枠体および切削皿を元に戻す際には、環状枠体
を閉じ方向に回動すればよく、この状態で上記フックを係合する。このように環状枠体お
よび切削皿の撤去および復元を、上記環状枠体を蝶番を中心に回動させるという簡単な操
作により行うことができるため、レフィルの交換作業を著しく容易にすることができる。
また、環状枠体および切削皿は蝶番を介して容器本体に取り付けられているため、レフィ
ルの交換時に環状枠体や切削皿を誤って落下させて破損したり、紛失したりするのを防止
することができる。上記レフィルと上記環状枠体との間に、上記容器本体から連続する方
向に、該レフィルの上下移動を許容しつつその回転を阻止する回転阻止手段を設け、さら
に上記レフィルに関し、該レフィルの外周と上記環状枠体の内周とを略同径に形成し、上
記化粧料の減少に応じて押し上げられる該レフィルが上記容器本体側から上記環状枠体へ
と嵌合されていくようにしたので、化粧料が使用済みとなったレフィルの交換時には、該
レフィルは環状枠体に深く嵌合していて、該環状枠体を開き方向に回動することによりこ
の環状枠体に伴ってレフィルも容器本体から自動的に取り出すことができ、延いては、レ
フィルの交換作業を更に簡単にすることができる。
【００１３】
▲２▼請求項２では、上記環状枠体を容器本体に蝶着する蝶番を、該容器本体を開閉する
蓋体の蝶番と同軸に取り付けたので、これら環状枠体の蝶番と蓋体の蝶番とを１つの蝶番
としてまとめて構成することができるため、全体をコンパクトに納めることができる。ま
た、それぞれの蝶番が同軸で配置されるので、蓋体の開き方向と同方向に環状枠体を回動
できて蓋体と環状枠体とを一方に重ねることができ、回動させた該環状枠体がレフィル交
換の際の邪魔となることがない。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を添付図面を参照して詳細に説明する。図１から図５は本発明の
化粧料容器の一実施形態を示し、図１は蓋体を開いた状態の斜視図、図２は化粧料を収容
したレフィルをセットして蓋体を閉じた状態の断面図、図３は化粧料の使用済み状態で蓋
体を開いた状態の断面図、図４は蓋体および環状枠体を開いてレフィルを取り外す状態の
断面図、図５は新たなレフィルをセットして環状枠体を閉じようとする状態の断面図であ
る。
【００１６】
即ち、この実施形態の化粧料容器１０は、化粧料１２を収納する一方、該化粧料１２の上
面に切削歯１４ａを形成した切削皿１４を配置し、該切削皿１４を回転することにより切
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削歯１４ａで化粧料１２を削り取って、これを使用するようになっている。上記化粧料１
２および上記切削皿１４は容器本体１６に収納されるとともに、該容器本体１６は蓋体１
８によって開閉される。
【００１７】
　ここで、本発明の化粧料容器１０の基本構成は、化粧料１２を収容し、容器本体１６に
着脱可能に嵌合されるレフィル２０と、レフィル２０と容器本体１６との間に設けられレ
フィル２０の上下移動を許容しつつその回転を阻止する回転阻止手段２２と、レフィル２
０の外周を囲繞して容器本体１６に取り付けられ、切削皿１４を回転自在に保持する環状
枠体２６と、レフィル２０と容器本体１６との間に設けられ、レフィル２０を上方に押圧
して化粧料１２の上面を切削皿１４に圧接する付勢手段２４とを備え、環状枠体２６は容
器本体１６に蝶番２８を介して回動自在に取り付けられるとともに、環状枠体２６と容器
本体１６との間にこれらを係脱可能に係合するフック３０が設けられ、レフィル２０と環
状枠体２６との間には、容器本体１６から連続する方向に、レフィル２０の上下移動を許
容しつつその回転を阻止する回転阻止手段２２がさらに設けられ、レフィル２０は、レフ
ィル２０の外周と環状枠体２６の内周とが略同径に形成されて、化粧料１２の減少に応じ
て押し上げられるレフィル２０が容器本体１６側から環状枠体２６へと嵌合されていくよ
うに構成される。また、環状枠体２６を容器本体１６に蝶着する蝶番２８は、容器本体１
６を開閉する蓋体１８の蝶番と同軸で取り付けられる。
【００１８】
上記容器本体１６は、図１，図２に示すように底面１６ａと周壁１６ｂとにより矩形状と
なる皿状に形成され、周壁１６ｂの後端部となる一辺には上記蓋体１８が蝶番２８を介し
て蝶着される。そして、上記蝶番２８を介して開閉自在となった上記蓋体１８は、その閉
止状態がメインフック３４を介して保持されるようになっている。該メインフック３４は
、蓋体１８の開閉側の先端部中央に突設される第１係合突起３４ａと、上記周壁１６ｂの
前端部に形成された凹部１６ｃの後面に突設される第２係合突起３４ｂとによって構成さ
れ、これら第１，第２係合突起３４ａ，３４ｂは蓋体１８の前端部の弾発変形によって係
脱可能となっている。
【００１９】
上記レフィル２０は底面２０ａと環状の周壁２０ｂとによって円形皿状に形成され、該レ
フィル２０内に上記化粧料１２が収容される。このとき、化粧料１２はレフィル２０の内
側に密着されて、これらレフィル２０と化粧料１２との相対回転が阻止されるようになっ
ている。そして、該レフィル２０は容器本体１６の底面１６ａから上方に突設される本体
側筒状部３６内に嵌合され、これらレフィル２０の外周と本体側筒状部３６の内周との間
に上記回転阻止手段２２が形成される。該回転阻止手段２２は、スプラインまたはセレー
ション若しくは周方向に適宜間隔をもって形成される凹凸嵌合部により形成される。
【００２０】
上記環状枠体２６は、上記容器本体１６の周壁１６ｂ上端に当接されるフランジ部２６ａ
と、該フランジ部２６ａの中央部に円筒状に立ち上がる筒状部２６ｂとを備えて構成され
る。上記フランジ部２６ａは上記周壁１６ｂに沿って矩形状に形成され、該フランジ部２
６ａによって容器本体１６内が覆われる。また、上記筒状部２６ｂの上端部外周には、上
記切削皿１４に係合する第１環状突起２６ｃが形成されている。
【００２１】
ここで、上記環状枠体２６を容器本体１６に蝶着する蝶番２８は、上記フランジ部２６ａ
の後方端部に設けられ、上記蓋体１８の蝶番２８と同軸配置される。即ち、上記フランジ
部２６ａの後方端部から一対の腕部２８ａが突設され、これら腕部２８ａが共通の蝶番ピ
ン４０によって回動自在に支持される。従って、上記蓋体１８と環状枠体２６とは、上記
蝶番ピン４０を共通として回動自在となっている。
【００２２】
また、上記フランジ部２６ａの周縁部下側には、図２に示したように容器本体１６の周壁
１６ｂ内側に密接嵌合される環状垂下部２６ｄが突設され、この環状垂下部２６ｄが周壁
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１６ｂに嵌合されることにより、容器本体１６内を封止するとともに、容器本体１６に対
して環状枠体２６を位置決めして、本体側筒状部３６に環状枠体２６の筒状部２６ｂを嵌
合配置できるようになっている。
【００２３】
更に、上記環状垂下部２６ｄの前端部下端には前方に突出される係合突起３０ａが形成さ
れるとともに、容器本体１６の周壁１６ｂの前端部内側に上記係合突起３０ａが係合され
る係合凹部３０ｂが形成され、これら係合突起３０ａと係合凹部３０ｂとによって上記フ
ック３０が構成される。従って、該フック３０が係合されることにより、上記環状枠体２
６は閉じ状態が維持されるとともに、フランジ部２６ａ前端部の爪片４２を持ち上げてフ
ック３０の係合を解除することにより、環状枠体２６は上記蝶番２８を中心に開き方向に
回動可能となっている。
【００２４】
一方、上記切削皿１４は金属や硬質プラスチックなどの薄板によって円形皿状に形成され
、切削歯１４ａが形成される底部１４ｂと、円筒状の周壁１４ｃと、該周壁１４ｃ上端部
のフランジ１４ｄとを備え、該フランジ１４ｄが回転枠１４ｅに取り付けられて両者が一
体化される。上記周壁１４ｃ外径は上記レフィル２０内に略密接して嵌合されるように、
該レフィル２０の内径と略同径に形成される。
【００２５】
上記回転枠１４ｅは手で押さえて回転できるようにリング状に形成され、上記環状枠体２
６の筒状部２６ｂの上端部外周を覆って配置される。そして、該回転枠１４ｅの内周には
、上記環状枠体２６の第１環状突起２６ｃに係合される第２環状突起１４ｆが形成され、
これら第１，第２環状突起２６ｃ，１４ｆが互いに係合されることにより、切削皿１４は
容器本体１６側に対して抜止め機能を備えつつ相対回転自在となっている。
【００２６】
上記切削皿１４の切削歯１４ａは、底面１４ｂに多数の開口部を形成することにより形成
されるようになっており、図１に示したように底面１４ｂの中央部に形成される切削歯１
４ａは三角形状に形成され、この三角形状の切削歯１４ａを中心に径方向に長穴となる多
数の切削歯１４ａが放射状に配置されている。そして、該切削皿１４は上記回転枠１４ｅ
を回転することにより、該回転枠１４ｅと一体となって回転される。
【００２７】
ところで、上記レフィル２０は化粧料１２を使用し終えて付勢手段２４により最上方位置
まで上昇した際に、容器本体１６の本体側筒状部３６から外れて、環状枠体２６の筒状部
２６ｂ内に位置するようになっている。即ち、上記レフィル２０の高さは上記容器本体１
６の本体側筒状部３６の高さより高く形成され、該レフィル２０を付勢手段２４の付勢力
に抗して図２に示したように最下方まで押し下げた状態で、上記容器本体１６の本体側筒
状部３６と上記環状枠体２６の筒状部２６ｂとの間に嵌合されるとともに、図３に示すよ
うに化粧料１２の使用済み状態まで上昇した時点で、該本体側筒状部３６から離脱するよ
うに設定してある。
【００２８】
上記レフィル２０は上記環状枠体２６の筒状部２６ｂ内周に嵌合されるように、該レフィ
ル２０の外周と該筒状部２６ｂの内周とを略同径に形成し、化粧料１２の減少に伴ってレ
フィル２０と筒状部２６ｂとの嵌合量を増大し、化粧料１２の使用済み状態でレフィル２
０を該筒状部２６ｂに乗り移すようになっている。そして、この状態で上記環状枠体２６
を蝶番２８廻りに回動することにより、該環状枠体２６に伴って該レフィル２０を容器本
体１２から取り出す構成とする。また、上記筒状部２６ｂの内周には、上記容器本体１６
の本体側筒状部３６に設けたと同様の回転阻止手段２２が、該本体側筒状部３６から連続
する方向に形成されている。
【００２９】
上記付勢手段２４は、上記本体側筒状部３６内で周方向に等間隔を持って放射状に配置さ
れる３枚の板ばね２４ａによって構成される。これら板ばね２４ａは平面視で一方向に湾
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曲されて緩やかな渦巻き形状を成しており、かつ、それぞれの外径方向端部が容器本体１
６の底面１６ａに植設されて、自由端部となった内径方向端部に上方への付勢力が与えら
れる。従って、上記レフィル２０を上記本体側筒状部３６内に嵌合した際に、上記板ばね
２４ａの内径方向端部によってレフィル２０を上方に押圧するようになっている。また、
上記切削皿１４を使用しないときは、図２に示したように切削皿１４内にパフ３８を収納
しておくことができる。
【００３０】
以上の構成により本実施形態の化粧料容器１０にあっては、化粧料１２を収容したレフィ
ル２０は容器本体１２の本体側筒状部３６内に回転阻止手段２２を介して嵌合されており
、かつ、本体側筒状部３６の上側から突出するレフィル２０の上端部は、環状枠体２６の
筒状部２６ｂに同様に回転阻止手段２２を介して嵌合されている。そして、上記レフィル
２０の下側には板ばね２４ａの付勢力が上方に作用して、化粧料１２を切削皿１４の切削
歯１４ａに適度な圧接力で押圧している。
【００３１】
従って、この状態で上記切削皿１４上端部の回転枠１４ｅを手で掴んで回転すると、該回
転枠１４ｅに伴って切削皿１４が回転され、これに圧接される上記化粧料１２の上面を切
削歯１４ａで削り取ることができる。このとき、上記回転阻止手段２２によりレフィル２
０が切削皿１４の回転に連れ回りするのが阻止される。そして、上記切削歯１４ａで削り
取られた化粧料は、切削歯１４ａを形成した開口部から切削皿１４の底面１４ｂ上面に粉
状となって送り出されて、切削皿１４内に溜まる。そして、このように切削皿１４内に溜
まった粉状の化粧料をパフ３８に付着させて顔に塗布することができる。
【００３２】
このように、この実施形態の化粧料容器１０では、板ばね２４ａで化粧料１２を切削皿１
４に押圧しているため、回転枠１４ｅを単に回転させるのみで化粧料１２の削り取りを行
うことができ、その操作が著しく簡単になる。
【００３３】
ここで、本実施形態では上記切削皿１４が環状枠体２６に回転自在に保持されるが、該環
状枠体２６は容器本体１６に蝶番２８を介して回動自在に蝶着されるとともに、該環状枠
体２６と容器本体１６との間にこれらを着脱可能に係合するフック３０が設けられている
。従って、該フック３０を係合しておくことにより、環状枠体２６は図１，図２に示す所
定位置に収まって化粧料１２を切削することができる。一方、図４に示すように上記フッ
ク３０を係合解除して上記環状枠体２６を蝶番２８を中心に開き方向に回動することによ
り、該環状枠体２６とともに切削皿１４をレフィル２０の上方から側方に撤去することが
できる。従って、このように環状枠体２６および切削皿１４を撤去することにより、本体
側筒状部３６に着脱可能に嵌合されている上記レフィル２０は、容器本体１６から取り外
しおよび取付けを行うことができるようになり、レフィル２０を交換することができる。
【００３４】
ところで、本実施形態では化粧料１２の使用に伴ってレフィル２０と筒状部２６ｂとの嵌
合量を増大し、該化粧料１２の使用済み状態まで上昇した時点で、レフィル２０は図３に
示したように容器本体１６の本体側筒状部３６から離脱して、環状枠体２６の筒状部２６
ｂに乗り移るようになっている。このため、上記フック３０を解除して環状枠体２６を蝶
番２８を中心にして回動することにより、該環状枠体２６の回動に伴ってレフィル２０を
環状枠体２６および切削皿１４と一体に容器本体１６から取り出すことができる。従って
、化粧料１２が使用済みとなったレフィル２０は、図４に示すように環状枠体２６を、蝶
番２８を中心に開き方向に回動して容器本体１６から簡単に取り出すことができる。
【００３５】
そして、使用済みのレフィル２０を取り外した後、図５に示すように化粧料１２を収容し
た新たなレフィル２０を本体側筒状部３６に嵌合する。このとき、レフィル２０は板ばね
２４ａの付勢力で上方に押し上げられた状態にある。そして、上記環状枠体２６を蝶番２
８廻りに閉じ方向に回動し、該環状枠体２６と一体の切削皿１４底面で上記レフィル２０
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を、板ばね２４ａの付勢力に抗して押し下げつつ、該環状枠体２６を容器本体１６上面に
押し付ける。この状態でフック３０を係合することにより初期状態となって、化粧料１２
の使用が可能となる。
【００３６】
このようにレフィル２０の交換時に環状枠体２６および切削皿１４の撤去および復元を、
上記環状枠体２６を、蝶番２８を中心に回動するという簡単な操作により行うことができ
るため、レフィル２０の交換作業を著しく容易にすることができる。また、環状枠体２６
および切削皿１４は蝶番２８を介して容器本体１６に取り付けられているため、レフィル
２０の交換時にこれら環状枠体２６および切削皿１４を誤って落下させて破損したり、紛
失したりするのを防止することができる。
【００３７】
また、本実施形態では上記環状枠体２６を容器本体１６に蝶着する蝶番２８を、該容器本
体１６を開閉する蓋体１８の蝶番２８の蝶番ピン４０と共通化して同軸に取り付けたので
、これら環状枠体２６と蓋体１８とを１つの蝶番２８として構成することができるため、
化粧料容器１０全体をコンパクトに納めることができる。
【００３８】
【発明の効果】
以上説明したように本発明の化粧料容器は、以下に述べるような各請求項毎に優れた効果
を奏する。
【００３９】
▲１▼請求項１では、化粧料を収容したレフィルは容器本体に着脱可能に嵌合されるので
、該レフィルを容器本体から取り外してその交換を行うことができる。また、該レフィル
は回転阻止手段を介して上下移動が許容されつつその回転が阻止される一方、切削皿は環
状枠体を介して容器本体に回転自在に保持されるので、該切削皿の回転の際にレフィルが
連れ回りすることを防止できる。そして、該レフィルは付勢手段により適度の圧接力をも
って切削皿に押圧されるので、該切削皿を回転することによりレフィルに収容された化粧
料を効果的に切削することができる。
【００４０】
　そして、このような化粧料容器にあって、上記環状枠体は容器本体に蝶番を介して回動
自在に取り付けられるとともに、該環状枠体と容器本体との間に係脱可能に係合するフッ
クが設けられているので、上記レフィルの交換時には環状枠体とともに切削歯を撤去する
のであるが、この撤去時には上記フックを係合解除して上記環状枠体を開き方向に回動す
ることにより、該環状枠体とともに切削皿をレフィル上方から撤去することができる。一
方、新たなレフィルを取り付けた後に環状枠体および切削皿を元に戻す際には、環状枠体
を閉じ方向に回動すればよく、この状態で上記フックを係合することができる。このよう
に環状枠体および切削皿の撤去および復元を、上記環状枠体を蝶番を中心に回動させると
いう簡単な操作により行うことができるため、レフィルの交換作業を著しく容易にするこ
とができる。また、環状枠体および切削皿は蝶番を介して容器本体に取り付けられている
ため、レフィルの交換時に環状枠体や切削皿を誤って落下させて破損したり、紛失したり
するのを防止することができる。上記レフィルと上記環状枠体との間に、上記容器本体か
ら連続する方向に、該レフィルの上下移動を許容しつつその回転を阻止する回転阻止手段
を設け、さらに上記レフィルに関し、該レフィルの外周と上記環状枠体の内周とを略同径
に形成し、上記化粧料の減少に応じて押し上げられる該レフィルが上記容器本体側から上
記環状枠体へと嵌合されていくようにしたので、化粧料が使用済みとなったレフィルの交
換時には、該レフィルは環状枠体に深く嵌合していて、該環状枠体を開き方向に回動する
ことによりこの環状枠体に伴ってレフィルも容器本体から自動的に取り出すことができ、
延いては、レフィルの交換作業を更に簡単にすることができる。
【００４１】
▲２▼請求項２では、上記環状枠体を容器本体に蝶着する蝶番を、該容器本体を開閉する
蓋体の蝶番と同軸に取り付けたので、これら環状枠体の蝶番と蓋体の蝶番とを１つの蝶番
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た、それぞれの蝶番が同軸で配置されるので、蓋体の開き方向と同方向に環状枠体を回動
できて蓋体と環状枠体とを一方に重ねることができ、回動させた該環状枠体がレフィル交
換の際の邪魔となることがない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態を示す蓋体を開いた状態の斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態を示す化粧料を収容したレフィルをセットして蓋体を閉じた
状態の断面図である。
【図３】本発明の一実施形態を示す化粧料の使用済み状態で蓋体を開いた状態の断面図で
ある。
【図４】本発明の一実施形態を示す蓋体および環状枠体を開いてレフィルを取り外す状態
の断面図である。
【図５】本発明の一実施形態を示す新たなレフィルをセットして環状枠体を閉じようとす
る状態の断面図である。
【符号の説明】
１０　化粧料容器
１２　化粧料
１４　切削皿
１４ａ　切削歯
１６　容器本体
１８　蓋体
２０　レフィル
２２　回転阻止手段
２４ａ　板ばね
２６　環状枠体
２８　蝶番
３０　フック
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